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会  議  録 

会 議 名 第２２期小金井市公民館企画実行委員の会議 第２２回 

事 務 局 公民館東分館 

開 催 日 時 平成２６年 ５月２日（金）午前１０時～１２時 

開 催 場 所 公民館東分館 集会室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 浅賀委員 嵯峨山委員 栃木委員 中島委員  

欠 席 委 員 石原委員 村上委員 

事 務 局 員 倉澤副主査 渡辺主事 杉山非常勤 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  ０人  

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

会 議 次 第 １ 報告事項 

⑴ 第３２期小金井市公民館運営審議会第７回の結果について 

⑵ その他 

 

２ 審議事項 

⑴ 事業の報告及び計画について 

⑵ その他 

  

３ 配付資料 

⑴ 開催通知（会議次第） 

⑵ くりのみ学級参加者資料 

⑶ 多摩の代官参加者資料 

⑷ わがまち歴史散歩参加者配布用チラシ 
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会  議  結  果 

〔司会〕中島委員 

司  会  定刻になったので、第２２回企画実行委員会を始める。まず事務局から、議

題の報告事項についてお願いする。 

 

１ 報告事項 

① 第３２期小金井市公民館運営審議会第７回の結果について 

倉澤副主査 ４/２４（木）に行われた。企画実行委員に関係する内容として、第２３期 

公民館企画実行委員募集について説明があった。月刊こうみんかん５月号にも 

掲載されているとおり、説明会は６月３日２時より、調整会は６月１７日４時 

よりいずれも公民館本館で行うので、応募する方は必ず参加をお願いする。な 

お、前会議でもお話ししたとおり、各館の企画実行委員の人数が６名ずつから

５名ずつに変更となる。引き続き委員を続けていただける方、また推薦する方

がいる場合は６月１３日までに申し出をお願いする。 

 また事業の実施報告として、東分館からは別紙のとおり「ひがし子ども囲碁 

教室」と「野川を歩く」の報告を行ったが、委員からの質問などは特になかっ 

た。 

２ 審議事項 

⑴ 事業の報告及び計画について 

① 成人学校「ひがし子ども囲碁教室」 

杉山非常勤 今年度は初回から大変出席率もよく、第１回・２回は２０名全員出席だった。 

     前年度に引き続き、今年度も多くの対外試合に参加する予定。 

②  成人学校「エンジョイ フラ」 

 １５名の募集だったが、受付初日で申込みが定員以上の２０名に達した。参

加者の年齢は幅広く、３０歳代から７０歳代となっている。最も多い年代は

３０歳代から４０歳代。 

③ 高齢者学級「くりのみ学級」 

倉澤副主査 ５６名の応募があり、抽選で４８名とした。新規受講者は２１名、男女比 

 は男性１３名女性３５名。前年度までは、初回にくじ引きで班分けをしてい 

たが、受付が混みあうため、今年度はこちらで班分けを行う。１班あたり１ 

２名で４班構成にする。 

中島委員  毎年受付に長蛇の列ができてしまい、混乱していたので、良いと思う。 

倉澤副主査 初回にオリエンテーション、自己紹介、班長決め等を行い、最後に次回の 

     カレー作りの説明をする予定。実費は１００円徴収で足りるか。 

杉山非常勤 昨年度、ご飯が足りなくなったので増やしたほうが良い。お米と油は例年 

     通りこちらで用意しようと思う。 

栃木委員  １人２００円徴収し、１班あたり２，５００円程度で材料を揃えてもらって 

はどうか。 

各 委 員 異議なし。 

④ 市民講座「多摩の代官～統治機構に見る地域のあゆみ」 
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倉澤副主査 ４０名募集していたが、６０名の応募があり、座学は６０名程度なら入れる 

ので、全員受け入れた。男女比は男性３５名、女性２５名。ただ４回目に予定 

している野外研修については、マイクロバス乗車人数上限の２２名を先着順で 

受け付けた。対象者への周知がまだ不十分なため、初回に野外研修の対象者へ、 

説明文を配布する予定。 

⑤ 市民講座「わがまち歴史散歩」 

渡辺主事  資料は、当日参加者に配布するチラシ。毎回集散場所が違うため、その旨の 

説明も行う予定。 

４８名の応募があり、マイクロバスの定員があるため募集人数どおり２０名 

     を抽選により当選とした。抽選は嵯峨山委員が行った。夫婦２名分を１枚の往 

復はがきで応募してきた方は落選とした。また、友人と一緒に参加を希望して 

いる方は、片方だけが当選した場合、後日キャンセルする恐れがあるため、落 

選とした。講師の意向で、昨年度の同事業からある程度連続している講座のた 

め、昨年度の参加者は当選とした。 

５月７日に武蔵小金井駅駅長にご挨拶に伺う予定。 

嵯峨山委員 参加者はまだ全回の詳細を知らないので、この案内は確実に配布したほうが 

良い。 

中島委員  往復はがきは１人につき１枚必要ということは広報等で再度周知したほう 

が良い。公民館の講座に初めて申し込む方が知らずに応募し、落選したら気の 

毒。 

渡辺主事  市報、ＨＰ等で募集する際、明記することにする。 

⑥ 成人学校「野川を歩く～源流から多摩川合流点まで」 

倉澤副主査 公運審の報告の際にも触れたとおり、４月６日・１２日の２日間で全員無事 

２４㎞を完歩した。参加者の感想で、「昨年度は１日間だったからハードだっ 

たが、２日間に分けたので無理なく歩けた。」というものが多かったので、次 

年度以降も２日間にコースを分けて開催したいと思う。 

栃木委員  ウォーキング協会の講師の方だったため、歩く速度が速い。どうしても列が 

     伸びてしまい、遅れてしまった。何度かゆっくり歩くよう先頭に伝えたが、ま 

たしばらくすると速くなってしまう。次回改善できないか。 

倉澤副主査 来年度、またウォーキング協会に講師を依頼するのであれば、事前に講師に 

相談する。   

⑦ 成人学校「むかしみちを歩く～倉沢から日原鍾乳洞まで」 

渡辺主事  ６２名の応募があり、抽選により２０名を当選とした。抽選は中島委員が行 

った。先日中島委員と実踏に行った。倉沢のヒノキまでの道のりが険しく、雨 

天の場合は足元がより悪くなり、大変危険。 

中島委員  雨天の場合は無理をせず、倉沢のヒノキは諦めて、森林館へ立ち寄ることも 

     検討している。また、荒天で日原鍾乳洞も危険と判断した場合は、ルートはか 

なり変わってしまうが、奥多摩湖方面へ行くことも検討している。 

浅賀委員  倉沢のヒノキは無理だとしても、日原鍾乳洞はよほどのことがない限り、雨 

天でも行きたい。鍾乳洞を一番楽しみにしている参加者も多いと思う。 
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 （2）その他 

    秋以降の市民講座企画について 

中島委員  昨年度、市民講座で多摩地域の戦争遺跡をを取り上げた。今年度も引き続き 

     戦争をテーマに取り上げてはどうか。貫井南分館で、平成２２・２３年度開催 

している市民講座「映像でつづる昭和の歴史」の内容を参考にしてはどうか。 

渡辺主事  この場で賛同が得られれば、講師を依頼するがいかがか。 

各 委 員 異議なし。  

司  会  次回会議は、６月３日（火）午前１０時から行う。 

嵯峨山委員 次回の会議終了後、昨年同様、東センターまつりで展示する企画実行委員の 

活動紹介の準備をする予定。  

司  会  本日の企画実行委員会を終了する。 

 


